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移行実験 参加の経緯

 本学リポジトリ(SOAR-IR)について

 参加の経緯

 移行実験
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SOAR-IRについて

• 試験運用開始 H19.1

– DSpace1.3.2

• 本運用開始 H19.8

• サーバの更新 H23.11

– DSpace1.6

– 学内の仮想サーバ

– Webデザインカスタマイズ

• コンテンツ数 15,070件
H26.7.16時点
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移行実験 参加の経緯

• 信州共同リポジトリをJAIRO Cloudで運
用

• DSpace1.6でも移行ツール等が動作する
か検証

• 著者ＩＤ(本学独自)を使用していること
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移行実験のスケジュール

作業 作業内容 担当 時期

移行元リポジトリから
のデータ抽出

移行元リポジトリからのデータ抽
出プログラムをインストールし、
データ抽出

信州大
6月中旬～

7月中旬

JAIROCloud実験環境構
築

データロード実験用の J A I R O
Cloud環境を構築 ＮＩＩ 7月中旬

フィルタ作成・修正
移行元システムのデータ項目と
JAIRO Cloudのデータ項目との
マッピング設定

信州大
7月中旬～

9月上旬

サンプルデータロード

サンプルデータ（100件程度）を
JAIRO Cloud実験環境にロードし、
問題がなくデータがロードされた
かどうかを検証

信州大 9月中旬

大量データロード
大量データをJAIRO Cloud実験環
境にロードする 信州大 10月上旬

登録結果確認
大量データロードについて、問題
がなくデータがロードされたかど
うかを検証

ＮＩＩ・
信州大

10月上旬

①

②

③
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①データ抽出

• 最上位のコミュニティ単
位

• 21回に分けて３日x３H

• データ量 約35GB

• 15,070件を抽出

リポジトリサーバ

移行対象
データ

メタデータ

本文PDF等

移行ツール

DSpace用
プログラム

メタデータ
tsvファイル

本文PDF

eperson情報
tsvファイル

PC

ファイル転送
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作業の流れ

 移行ツールインストール

 データ抽出

• 設定ファイルで条件指定

 PCへファイル転送



②フィルター修正、サンプルロード

• 筑波大フィルター提供

• DSpaceの各項目デー
タ数をSQLで調査

• 信大DSpaceのメタ
データセットとマッピ
ング設定を再現

• 次の点が課題

– DSpaceデフォルト項目
の移行後の要否

– 使用頻度の低い項目の
移行後の要否

PC

JAIRO Cloud

信州大学 移行実験環境

データコンバート

デ
ー
タ
ロ
ー
ド

一括登録ツールSCfW
(SWORD Client for WEKO)

フィルタ―

Journal Article
DBP

Thetis

Niitype毎のメタデータセット
とマッピング設定

とWEKOの表示設定

メタデータ
tsvファイル

本文PDF

eperson情報
tsvファイル

WEKO
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③大量データロード、登録結果確認

大量データロード

• データロード数 10,000件程度

• 実作業 8回のデータロード 全6時間程度

– 1回のデータロード数の上限2,000件程度。

登録結果確認

• 100件程度
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今回分かった点
抽出ツール

–本文ファイル記述事項(bitstream.discription)が抽出さ
れない

–本文ファイル閲覧権限が抽出されない

–リンクが変換生成できない 例.)DOI,PMID

著者ID

–著者IDがWEKO「著者ID」に入らない

–本学著者IDはDSpace1.6標準機能ではない…

データの不整合(フィルター設定とDSpaceデータ)
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良かった点

• 15,000件程のデータ移行が2ステップ、1
週間位の実作業で行える

• DSpaceのコミュニティ/コレクション構
造がWEKOのインデックスに再現

• メタデータと本文ファイルそれぞれに公
開日設定が可能
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本学の課題

SOARの全体像

– 機関リポジトリ：
SOAR-IR

– 研究者総覧：SOAR-RD

– 視認度評価分析システ
ム：SOAR-RVAS

特徴

– 研究者総覧と機関リポ
ジトリの相互リンク

相互リンク
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本学の課題

大学の研究者総覧との相互リンクの維持

–著者名フィールドからリンクは困難

–研究者総覧へのリンクフィールドを用意？

メタデータtsvファイルの編集が必要

視認度評価分析システムの維持
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